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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。
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す
る
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争
環
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を
突
破
す
る

● 「元気カンパニー」（株）アラカワ商事
● 沖工連  観光関連産業部会・青年部会合同部会
● 100年経営シンポジウム
● 沖工連 「学校と産業界の交流事業」13年目に突入！





2017年 工連日誌3月

公益社団法人沖縄県工業連合会は｢沖縄の産業まつり｣や｢県産品奨励月間｣などの
活動を通して、沖縄経済の自立化を目指しています。
●工連ニュースへのご意見ご要望をお待ちしております。Eメールでもご参加ください。
E-mail／info@okikouren.or.jp　ホームページ／http://www.okikouren.or.jp

発 行 所 ／公益社団法人　沖縄県工業連合会
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電話（098）859-6191　FAX（098）859-6193

編集・印刷／有限会社サン印刷　電話（098）889-3679

3月定例執行部会
●時間／12:00～13:30　●場所／工連会議室1日（水）

観光関連産業部会・青年部会合同部会「異業種工場視察」
●時間／15:00～16:30　●場所／（株）日進商会3日（金）

平成28年度　第4回理事会
●時間／12:00～13:30　●場所／ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー22（水）

キラリ！ 元気カンパニー｢沖縄の未来を照らす企業｣
沖縄型蛍光灯で光の新常識作り出す
（株）アラカワ商事

（公社）沖縄県工業連合会
観光関連産業部会・青年部会合同部会
（株）日進商会企業視察
公益社団法人沖縄県工業連合会
「学校と産業界の交流事業」13年目に突入！
100年経営シンポジウム
普遍と革新～社会との絆～

海外展示会を活用した
県産品の効率的な海外展開
～台湾の弁護士が法的課題に答えます～
台湾セミナー
IT経営カンファレンス in 沖縄2017
儲かる経営体質のヒントがここにある！

男女雇用機会均等法及び育児・
介護休業法のごあんない
琉球大学工学部後援会からのお知らせ
2017年3月
工学部後援会主催就職説明会報告

沖縄高専だより
第17回理工系学生科学技術論文コンクール
最優秀賞・文部科学大臣賞　受賞論文
科学技術と日本の将来
-人工知能に教わる日本の政治-
メディア情報工学科5年（平成28年度）　古謝秀人 

沖縄職業能力開発大学校
平成29年度前期 能力開発セミナーのご案内
工業技術センターだより 
技術情報誌テクニカルニュース68号の
発刊について
平成28年度の公益財団法人JKAの
補助事業を活用して「NC旋盤」を更新
しました

トピックス
現代の名工 佐久川(宮國)次男氏 制作
作品寄贈について

連合沖縄より要請
会員の皆様へ
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株
式
会
社
ア
ラ
カ
ワ
商
事
は
平
成
13
年
に
創

業
。土
木
建
築
資
材
の
輸
入
業
務
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、「
沖
縄
に
、も
の
づ
く
り
産
業
を
根
付
か

せ
た
い
」と
、製
造
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
県
内
初
と
な
る
次
世
代
型
蛍
光
灯

「
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
」の
製
造
を
手
が
け
、沖
縄
の
産
業

ま
つ
り
に
出
品
す
る
な
ど
、話
題
を
呼
び
ま
し

た
。Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
と
は
冷
陰
極
管
蛍
光
ラ
ン
プ

（C
o
ld
 C
a
th
o
d
e
 F
lu
o
re
sce

n
t 

Lam
p

）の
略
で
あ
り
、従
来
の
蛍
光
管
で
あ
る

熱
陰
極
管
蛍
光
管
H
C
F
L（Hot Cathode 

Fluorescent Lam
p

）と
は
異
な
り
、フ
ィ
ラ
メ

ン
ト（
電
球・真
空
管
な
ど
の
内
部
に
あ
り
、電
流

を
流
し
て
熱
電
子
を
放
出
す
る
、細
い
線
。）で
の

加
熱
な
し
で
熱
電
子
を
放
出
さ
せ
る
タ
イ
プ
の

蛍
光
灯
で
す
。ガ
ラ
ス
管
や
蛍
光
体
は
従
来
の

も
の
と
同
じ
で
す
が
、放
電
の
方
式
が
異
な
る

た
め
、電
極
の
過
熱
を
伴
う
こ
と
な
く
電
子
を

放
出
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、管
自
体
を
細
く

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、低
温
か
つ
寿
命
を

大
幅
に
の
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
蛍
光
灯
に
比
べ
て
消
費
電
力
を
３
割
削

減
可
能
、設
計
寿
命
も
４
倍
以
上
の
４
万
時
間

と
長
く
、発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）と
同
程

度
の
性
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、液
晶
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
光
源
ば
か
り
で
な

く
、蛍
光
灯
や
電
球
な
ど
実
用
照
明
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。直
線
的
な
発
光
で
指
向
性
が

強
い
L
E
D
に
対
し
、C
C
F
L
は
蛍
光
灯
の

沖縄型蛍光灯で
光の新常識作り出す

株式会社 アラカワ商事

よ
う
に
広
範
囲
で
発
光
す
る
た
め
、自
然
に
近

い
光
が
特
徴
で
す
。ア
ラ
カ
ワ
商
事
で
取
り

扱
っ
て
い
る
直
管
タ
イ
プ
40
ワ
ッ
ト
型（
消
費
電

力
28
ワ
ッ
ト
）は
、３
段
階
の
調
光
機
能
を
持
ち
、

ハ
イ
・エ
コ
モ
ー
ド
で一
般
蛍
光
灯
と
比
較
し
て

消
費
電
力
65
％
削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
60
度
以
上
の
高
温
で
も
安
定
す
る
強

度
を
持
ち
、沖
縄
の
気
候
に
適
応
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。沖
縄
生
ま
れ
の
製
品
と
し
て
、沖

縄
県
産
品
マ
ー
ク
表
示
許
可
証
を
取
得
。「
美

ら
さ
ん
」と
名
づ
け
ら
れ
、昨
年
10
月
よ
り
販
売

開
始
。現
在
、県
内
の
公
的
施
設
や
企
業
、教
育

施
設
等
で
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。既
存

の
製
品
よ
り
ム
ラ
が
す
く
な
く
一
定
の
光
が
あ

て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、菊
の
栽
培
等
農
業
で
の

使
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、照
明
市
場
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
、従
来
の
蛍
光
灯
、白
熱
球
、水
銀
灯
、

ハ
ロ
ゲ
ン
球
の
他
、L
E
D
を
中
心
と
し
た
省

エ
ネ
照
明
等
様
々
な
製
品
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、株
式
会
社
ア
ラ

カ
ワ
商
事
の
川
満
匡
社
長
は
、適
し
た
場
所
に

適
し
た
光
が
必
要
を
い
う
意
味
の
造
語「
適
所

適
光
」と
い
う
独
自
の
理
論
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。

｢

屋
外
で
の
作
業
に
は
太
陽
光
に
近
い
明
る
い

光
、バ
ー
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
重
視
し
た
場
所

で
は
上
品
な
間
接
照
明
と
、場
所
や
用
途
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
光
の
種
類
は
異
な
る
。

様
々
な
製
品
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
、最

も
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
」と
話
し
、「
光
を
選
ぶ
」時
代
の
到
来
を

告
げ
て
い
ま
す
。高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、取

替
え
の
回
数
が
少
な
く
て
す
む
長
寿
化
は
必

須
で
あ
り
、ま
た
、目
の
疲
れ
や
ド
ラ
イ
ア
イ

の
要
因
と
な
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、経
済
性
ば
か
り
で
な
く
、

目
に
や
さ
し
く
、自
然
光
に
近
い
光
を
求
め
る

声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
カ
ワ
商
事
で
は
、長
寿
命
・
省
エ
ネ
効

果
を
持
つ「
美
ら
さ
ん
」を
沖
縄
生
ま
れ
の
製

品
と
し
て
日
本
全
国
に
販
売
網
を
広
げ
、海
外

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。特
に
沖
縄
同

様
、亜
熱
帯
地
方
で
あ
り
、人
口
増
加
に
よ
り

電
力
需
要
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
省
エ
ネ
、環
境
問
題
は
世
界
共
通
の
課
題
。中

国
・
韓
国
に
も
工
場
は
あ
る
が
、メ
イ
ド
・
イ

ン・
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
は
信
頼
性
が
高
く
、需
要

は
高
い
」と
川
満
氏
は
語
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

製
品
展
開
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。販
売
2

年
目
と
な
る
今
年
は
年
間
3
万
本
の
販
売
目

標
を
掲
げ
、県
内
・
県
外
・
海
外
で
販
売
網
を
広

げ
る
方
針
で
す
。

　

川
満
氏
は
さ
ら
に「
沖
縄
の
工
場
で
生
ま
れ

た
製
品
が
世
界
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、若
年

層
に
も
夢
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
。自
社
の
発
展

の
み
な
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
産
業

に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」と
い
う
目

標
も
持
っ
て
い
ま
す
。製
造
業
界
で
は
慢
性
的

な
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、ア
ラ
カ

ワ
商
事
へ
の
就
職
希
望
者
は
多
く
、製
造
業
へ

の
期
待
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

川
満
氏
は「
地
元
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
オ
キ
ナ
ワ
の
製
品
作
り
を
軸

に
、工
場
の
拡
大
や
新
製
品
開
発
も
視
野
に
入

れ
、積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
」と
、さ
ら
な
る

発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

キラリ！
元気
カンパニー
沖縄の未来を
照らす企業

次
世
代
型
蛍
光
灯

「
冷
陰
極
管
蛍
光
ラ
ン
プ
」開
発

「
適
所
適
光
」テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
展
開
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株式会社 アラカワ商事
代表取締役社長　川満　匡

【施工前との比較】
みのり幼稚園（ホール）

（株）タダシ建設
（建設会社／会議室）

沖縄郷土料理  めんそーれ
（飲食店／客席）

ゆかる医院
（病院／待合室）

琉球調理師専修学校
（学校／調理実習室）

施
工
後

施
工
前
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意
味
の
造
語「
適
所

適
光
」と
い
う
独
自
の
理
論
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。

｢

屋
外
で
の
作
業
に
は
太
陽
光
に
近
い
明
る
い

光
、バ
ー
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
重
視
し
た
場
所

で
は
上
品
な
間
接
照
明
と
、場
所
や
用
途
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
光
の
種
類
は
異
な
る
。

様
々
な
製
品
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
、最

も
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
」と
話
し
、「
光
を
選
ぶ
」時
代
の
到
来
を

告
げ
て
い
ま
す
。高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、取

替
え
の
回
数
が
少
な
く
て
す
む
長
寿
化
は
必

須
で
あ
り
、ま
た
、目
の
疲
れ
や
ド
ラ
イ
ア
イ

の
要
因
と
な
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、経
済
性
ば
か
り
で
な
く
、

目
に
や
さ
し
く
、自
然
光
に
近
い
光
を
求
め
る

声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
カ
ワ
商
事
で
は
、長
寿
命
・
省
エ
ネ
効

果
を
持
つ「
美
ら
さ
ん
」を
沖
縄
生
ま
れ
の
製

品
と
し
て
日
本
全
国
に
販
売
網
を
広
げ
、海
外

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。特
に
沖
縄
同

様
、亜
熱
帯
地
方
で
あ
り
、人
口
増
加
に
よ
り

電
力
需
要
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
省
エ
ネ
、環
境
問
題
は
世
界
共
通
の
課
題
。中

国
・
韓
国
に
も
工
場
は
あ
る
が
、メ
イ
ド
・
イ

ン・
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
は
信
頼
性
が
高
く
、需
要

は
高
い
」と
川
満
氏
は
語
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

製
品
展
開
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。販
売
2

年
目
と
な
る
今
年
は
年
間
3
万
本
の
販
売
目

標
を
掲
げ
、県
内
・
県
外
・
海
外
で
販
売
網
を
広

げ
る
方
針
で
す
。

　

川
満
氏
は
さ
ら
に「
沖
縄
の
工
場
で
生
ま
れ

た
製
品
が
世
界
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、若
年

層
に
も
夢
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
。自
社
の
発
展

の
み
な
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
産
業

に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」と
い
う
目

標
も
持
っ
て
い
ま
す
。製
造
業
界
で
は
慢
性
的

な
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、ア
ラ
カ

ワ
商
事
へ
の
就
職
希
望
者
は
多
く
、製
造
業
へ

の
期
待
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

川
満
氏
は「
地
元
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
オ
キ
ナ
ワ
の
製
品
作
り
を
軸

に
、工
場
の
拡
大
や
新
製
品
開
発
も
視
野
に
入

れ
、積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
」と
、さ
ら
な
る

発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

●業種
CCFL・無電極・LED　総合照明
メーカー、型枠サンギ販売
●設立
平成13年
●役員
代表取締役社長　川満　匡
取 締 役 専 務 川満　翔太
執　行　役　員　久米　祐介
●住所・連絡先
沖縄県宜野湾市宜野湾3-9-13
TEL.098-882-0151
●オフィシャルサイト
http://www.arakawashoji.com

株式会社アラカワ商事Corporate
Profile

毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

施工事例



（
公
社
）沖
縄
県
工
業
連
合
会
　
観
光
関
連
産
業
部
会
・
青
年
部
会
合
同
部
会

（
株
）日
進
商
会
企
業
視
察

平
成
29
年
3
月
3
日（
金
）

ミシンを前に生産工程を解説する
株式会社日進商会 代表取締役社長 大城英幸 氏　
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商
品
で
あ
る
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
は
自
社
工

場
・
協
力
工
場
と
計
年
間
1
8
0,
0
0
0

枚
余
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
関
連
産
業
部
会
部
会
長
も
務
め
る

株
式
会
社
日
進
商
会 

代
表
取
締
役
社
長 

大
城
英
幸
氏
は
、視
察
団
を
歓
迎
し
、「
日

進
商
会
の
取
り
組
み
や
販
売
戦
略
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、す
こ
し
で
も
役
立
て
て

も
ら
え
れ
ば
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
沖
縄
県
民
の
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ェ
ア
の
定
番

と
し
て
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
を
今
後
は
さ
ら
に
幅
広
く
愛
用
し

て
も
ら
い
た
い
」と
、日
進
商
会
で
は
現
在

冬
季
も
着
用
で
き
る
長
袖
か
り
ゆ
し
ウ
ェ

ア
の
普
及
や
県
外
、海
外
へ
の
事
業
展
開

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
を
着
用
し
て
の
沖
縄
ら
し
い
結
婚

式
を
提
案
。沖
縄
の
新
し
い
文
化
を
確
立

さ
せ
る
た
め
の
販
売
促
進
・
P
R
活
動
が

県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
城
社
長
自
ら
縫
製
工
場
を
案
内
し
、

パ
タ
ー
ン
作
成
や
裁
断
、縫
製
、プ
レ
ス
、

検
品
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
を
詳
細
に
説

明
。熟
練
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
縫
製
技
術

や
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
最
新
機
器
に
視

察
団
の
多
く
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
工
業
連
合
会
観
光
関
連
産
業
部

会
・
青
年
部
会
合
同
部
会
に
よ
る
異
業
種
企

業
視
察
が
3
月
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、糸
満
市

の
株
式
会
社
日
進
商
会
を
視
察
団
が
訪

問
。か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
企
画
・
製
造
・
販

売
に
お
い
て
一
貫
体
制
を
構
築
し
て
い
る

同
社
の
企
業
コ
ン
セ
プ
ト
や
販
売
網
拡
大

の
手
法
を
学
び
、最
新
技
術
が
集
結
さ
れ

た
製
造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
日
進
商
会
で
は
、学
校
制
服
、

企
業
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の

製
造
販
売
を
主
に
手
が
け
て
お
り
、主
力

製品のパターン作成から、裁断、縫製、プレス、検査までを一貫体制で行なっており、縫製について高い技術力を持った熟練オペレーターの
手によって一枚一枚丁寧に縫上げられていました。

大城社長をはじめ、同社の各担当者からは生産工程の細部に至まで、徹底し
た品質向上の努力と工夫があることが発表されました。
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

公益社団法人沖縄県工業連合会

● 昨年度は小学校４校、中学校４校、高等学校３校等で産業講話を行いました

【 受講した子供達等の声（一部）】

「学校と産業界の交流事業」13年目に突入！
　沖縄県工業連合会では平成17年度より、会員の企業経営者や技術者等を教育現場に派遣して産業講話を行う｢
学校と産業界の交流事業｣を行っています。食品、リサイクル、鉄鋼･金属、エネルギー、窯業、縫製、関節装具、琉球
ガラス、弁理士等の事業を営む13社から社長や役員、技術者等が講師登録しています。
　これまでの12年間で小中学校、高校、大学、高専、職業訓練校など累計136校で延べ18,501名の児童生徒･学
生･保護者･先生を対象に講話を行い｢ものづくりの楽しさ、働くことの大切さ｣を伝えています。
下記にこれまでの活動実績をご紹介します。

　将来の夢を実現するためにやらなければいけないことを見直すことができました。夢を大きく持つこと・今の学習を定着

させること・食生活の大切さを学べました。自分の夢を実現するために、何をどうしたら夢に近づけるかを考えながら、進路

決定していきたいと思います。何を言われてもめげない心・あきらめないことの大切さを学びました。特許についていろい

ろ知ることが出来ました。

●学校外の社会に触れるよい機会として「学校と産業界の交流事業」をもっと多くの学校が活用して、将来の沖縄を担う子供達の教育にお役立ていただけたら幸いです。
　※本事業は無料です！

実施日

５月10日（火）
５月16日（月） 
６月３日（金） 
６月10日（金） 
６月14日（火）
６月15日（水）
７月１日（金） 
７月１日（金）
７月５日（火）
７月７日（木）
９月６日（火） 

９月９日（金）

９月29日（木） 
10月20日（木） 
11月15日（火） 
11月25日（金） 
12月６日（火） 
１月17日（火） 
１月27日（金） 

恩納村立恩納中学校
県工業教育研究会
県立宜野座高等学校
県立中部農林高等学校
県立沖縄工業高等学校
恩納村立安富祖中学校
県立沖縄工業高等学校
沖縄市立安慶田中学校
県立沖縄工業高等学校
本部町立本部小学校
県立沖縄工業高等学校

那覇市立城北中学校

沖縄市立泡瀬小学校
県立沖縄工業高等学校
県立沖縄工業高等学校
県立具志川職業能力開発校
浦添市立沢岻小学校
浦添市立沢岻小学校
那覇市立さつき小学校

講師（敬称略）学校・組織名

(株)恩納ガラス工芸育成センター
拓南製鐵(株) 
オリオンビール(株)
(株)赤マルソウ
福島特許事務所
(株)恩納ガラス工芸育成センター
福島特許事務所
オキコ(株) 
福島特許事務所
(株)佐喜眞義肢
福島特許事務所
福島特許事務所
(株)ぬちまーす
県衣類縫製品工業組合
オリオンビール(株) 
福島特許事務所
福島特許事務所
(株)佐喜眞義肢
(株)佐喜眞義肢
オキコ(株) 
(株)トリム

会 長
常 務
部 長
社 長
所 長
会 長
所 長
部 長
所 長
社 長
所 長
所 長
社 長
事務局長
部 長
弁 理 士
弁 理 士
社 長
社 長
部 長
会 長

宮國　次男
大城　秀政
島 袋 　 勝
座間味　亮
福島　康文
宮國　次男
福島　康文
渡久山　秀治
福島　康文
佐喜眞　保
福島　康文
福島　康文
高安　正勝
伊良波　勲
島 袋 　 勝
西平　守秀
西平　守秀
佐喜眞　保
佐喜眞　保
渡久山　秀治
新 城 　 博

お問い合せ／事務局：TEL.098-859-6191（担当：川満）

平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度

４校190名
８校1,000名
21校3,971名
14校2,068名
19校2,505名
４校353名

平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度

５校941名
８校1,219名･県工業教育研究会100名
19校2,303名･県工業教育研究会100名
７校415名･県工業教育研究会90名･県高等学校家庭科教育研究会100名
９校1390名･県工業教育研究会90名
12校1576名･県工業教育研究会90名

年 度 別 実 績



【主催者挨拶】
日刊工業新聞社
取締役編集局長
長野光博 氏 

沖縄からのパネリストには、株式会社おきぎ
ん経済研究所 代表取締役社長出村郁雄 氏
（写真右端）と、崎山酒造廠 専務取締役 崎山
淳子 氏（写真右から2番目）が登壇しました。

【来賓挨拶】
内閣府沖縄総合事務局

次長
仲程倫由 氏

【主催者挨拶】
100年経営の会

会長
北畑隆生 氏

【基調講演】
株式会社安川電機
代表取締役会長
津田純嗣 氏

【講演】
株式会社あいや
代表取締役社長
杉田芳男 氏

【講演】
繊月酒造株式会社
代表取締役会長
堤正博 氏
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電
機（
福
岡
県
北
九
州
市
）代
表
取
締
役
会

長 

津
田
純
嗣
氏
、株
式
会
社
あ
い
や（
愛
知

県
西
尾
市
）代
表
取
締
役
社
長 

杉
田
芳
男

氏
、繊
月
酒
造
株
式
会
社（
熊
本
県
人
吉
市
）

代
表
取
締
役
会
長 

堤
正
博
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

企
業
の
成
り
立
ち
や
危
機
を
乗
り
越
え
た

歴
史
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
内
企
業
か
ら
、有
限
会
社
崎
山

酒
造
廠 

専
務
取
締
役 

崎
山
淳
子
氏
、株
式

会
社
お
き
ぎ
ん
経
済
研
究
所 

代
表
取
締
役

社
長 

出
村
郁
雄
氏
を
加
え
て
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、「
地
域
と
歩

む
企
業
経
営
」を
テ
ー
マ
に
議
論
さ
れ
ま
し

た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
日
刊
工

業
新
聞
社
取
締
役
編
集
局
長  

長
野
光
博
氏

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
経
営
理
念
や
社
会

貢
献
を
通
じ
て
の
地
域
と
の
絆
に
ふ
れ
、

「
企
業
と
地
域
社
会
が
密
接
に
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、長
寿
企
業
の
精
神
が
沖

縄
に
根
付
い
て
い
け
ば
」と
語
り
ま
し
た
。

　
1
0
0
年
経
営
の
会
と
日
刊
工
業
新
聞

社
の
主
催
に
よ
る
1
0
0
年
経
営
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
3
月
21
日
那
覇
市
の
A
N
A
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。1
0
0
年
経
営
の

会
は
、日
本
が
誇
る
べ
き
長
寿
企
業
の
優
れ

た
経
営
理
念
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
に
2
0
1
1
年
に
発
足
し
た
団
体
で
す
。

　
日
本
国
内
に
は
現
在
2
5,
0
0
0
を
越

え
る
1
0
0
年
企
業
が
あ
り
、そ
の
数
は
世

界
的
に
見
て
も
非
常
に
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
背
景
と
し
て
、1
0
0
年
経

営
の
会 

北
畑
隆
生
会
長
は
、「
困
難
な
経
営

環
境
に
対
し
て
も
、普
遍
性
と
革
新
性
を

も
っ
て
挑
ん
で
き
た
こ
と
」と
し
て
お
り
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、「
不
変
と

革
新
〜
社
会
と
企
業
の
絆
〜
」が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。経
済
産
業
省
の
協
力
に

よ
り
2
0
1
5
年
、2
0
1
6
年
に
実
施
さ

れ
た
老
舗
企
業
の
表
彰
制
度「
1
0
0
年
経

営
顕
彰
」の
大
賞
受
賞
企
業
が
一
堂
に
会
す

る
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、株
式
会
社
安
川

1
0
0
年
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

普
遍
と
革
新
〜
社
会
と
の
絆
〜

平
成
29
年
3
月
21
日（
火
）



（公財）沖縄県産業振興公社
産業振興部部長　古堅勝也氏パネルディスカッションのようす

メサゴ・メッセフランクフルト株式会社
代表取締役社長　梶原靖志 氏

株式会社 ポイントピュール
代表取締役社長　大道　敦 氏
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

長 

大
道
敦
氏
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
梶
原
氏
は
、海
外
展
示
会
へ
の
出
展
で
工

夫
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
自
社
の
強

み
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
」、「
売
り
た
い

も
の
、売
れ
る
も
の
に
絞
り
込
み
展
示
す
る

こ
と
」等
を
挙
げ
、実
際
に
展
示
を
行
っ
た

大
道
氏
も
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
オ
キ
ナ
ワ
」の

利
点
を
大
き
く
打
ち
出
す
等
、海
外
取
引
の

経
験
に
基
づ
い
た
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
で
は
、県
産
工
業

製
品
海
外
販
路
開
拓
事
業
に
力
を
入
れ
て

お
り
、県
産
工
業
製
品
の
海
外
展
開
に
お
い

て
、も
の
づ
く
り
産
業
を
移
出
型
産
業
と
し

て
成
長
さ
せ
、県
経
済
を
牽
引
、県
内
製
造

業
の
発
展
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社 

産
業
振
興
部
部

長 

古
堅
勝
也
氏
は
、「
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
海
外
展
示
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、製
品

の
販
路
拡
大
に
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
」と

し
、補
助
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
案
内
す

る
と
と
も
に
、事
業
の
有
効
活
用
を
促
し
ま

し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社

主
催
に
よ
る
県
産
工
業
製
品
海
外
販
路
開

拓
事
業
セ
ミ
ナ
ー
が
3
月
22
日
、那
覇
市
の

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
沖
縄
県
の
製
造
業
が
効
率
的
に
海
外
に

進
出
す
る
た
め
の
有
効
な
手
法
の
ひ
と
つ

と
し
て
、海
外
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
の

出
展
が
あ
り
、本
セ
ミ
ナ
ー
は
、海
外
展
示

会
を
活
用
し
た
県
産
工
業
製
品（
お
も
に
化

学
工
業
、窯
業
、土
石
製
品
、金
属
製
品
、工

芸
品
等
）の
効
率
的
な
海
外
展
開
に
つ
い
て

知
見
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
世
界
最
大
級
の
展
示
会
運
営
企
業
で
あ

るM
esse Frankfurt G

m
bH

の
日
本
法
人

メ
サ
ゴ
・
メ
ッ
セ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
株
式
会

社 

代
表
取
締
役
社
長 

梶
原
靖
志
氏
に
よ
る

海
外
展
示
会
を
活
用
し
た
海
外
展
開
成
功

事
例
、海
外
大
型
展
示
会
出
展
の
メ
リ
ッ

ト
、出
展
に
関
す
る
実
務
等
に
関
す
る
講
演

の
他
、実
際
に
海
外
展
示
会
出
展
に
よ
り
成

功
を
収
め
た
県
内
企
業
を
代
表
し
て
、株
式

会
社
ポ
イ
ン
ト
ピ
ュ
ー
ル 

代
表
取
締
役
社

海
外
展
示
会
を
活
用
し
た

県
産
品
の
効
率
的
な
海
外
展
開

平
成
29
年
3
月
22
日（
水
）



〜
台
湾
の
弁
護
士
が
法
的
課
題
に
答
え
ま
す
〜

台
湾
セ
ミ
ナ
ー

平
成
29
年
3
月
9
日（
木
）　
中
小
機
構
沖
縄
事
務
所
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際
法
律
事
務
所
顧
問 

荘 

月
清（
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ソ
ウ
）氏
、同
所
弁
護
士 

唐 

鈺
珊（
ト

ウ
・
ギ
ョ
ク
サ
ン
）氏
は
、証
券
、資
本
市
場
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
、合
併
事
業
等
多
く
の
案

件
を
担
当
し
て
き
た
経
験
か
ら
、台
湾
に
お

け
る
商
慣
習
及
び
規
制
の
最
新
情
報
や
中

小
企
業
の
台
湾
進
出
に
係
る
法
的
課
題
と

解
決
策
に
つ
い
て
講
演
。契
約
締
結
に
お
け

る
担
保
や
公
証
人
の
必
要
性
、紛
争
が
起
き

た
場
合
の
対
処
法
、台
湾
に
お
け
る
労
働
法

制
度
の
内
容
、知
的
財
産
保
護
の
重
要
性
に

つ
い
て
、、実
際
に
発
生
し
た
紛
争
や
問
題

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、細
か
く
説
明
し
ま
し

た
。

　
海
外
進
出
を
検
討
中
と
い
う
県
内
製
造

関
連
企
業
の
参
加
者
は
、「
日
本
と
の
法
律

の
違
い
に
改
め
て
驚
い
た
。今
回
得
た
知
識

は
、今
後
の
海
外
展
開
に
お
い
て
リ
ス
ク
を

最
小
化
し
、問
題
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
活
か
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
、県
内
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
、外
資
系
企
業
の
誘
致
、県
産
品
の

販
路
拡
大
に
力
を
入
れ
て
お
り
、多
く
の
企

業
が
海
外
進
出
に
成
功
。実
績
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、一
方
で
は
文
化
や
商
習
慣
の
違

い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
、国
に
よ
っ
て
異
な
る
法
律
や
規
制
に

つ
い
て
事
前
に
知
識
を
蓄
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
3
月
9
日
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、沖
縄
県
工

業
連
合
会
、南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
海
外
連
携
協
定
を
結
ぶ
等
、特
に
近

年
沖
縄
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る
台
湾
か

ら
弁
護
士
を
招
き
、日
本
企
業
が
台
湾
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
際
に
陥
り
や
す
い
法

的
課
題
に
つ
い
て
解
決
策
を
踏
ま
え
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
常
在
國

常在國際法律事務所 弁護士
唐　鈺珊（トウ・ギョクサン）

常在國際法律事務所 顧問
荘　月清（リチャード・ソウ）



I
T
経
営
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

in 

沖
縄
2
0
1
7

儲
か
る
経
営
体
質
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
！

平
成
29
年
3
月
6
日（
月
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

ン
ト 

八
子
知
礼
氏
に
よ
る
基
調
講
演
で

は
、I
T
関
連
の
著
書
を
多
く
持
ち
、国
内

各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
で
登
壇
し
て
き
た
経
験

か
ら
、I
o
T
の
様
々
な
事
例
を
踏
ま
え
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
形
に
つ
い
て
、ま
た
、ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
企
業
か
ら
は
、沖
縄
ハ
ー
ブ
月
桃
等

を
活
用
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
ロ
マ
、ナ

チ
ュ
ラ
ル
コ
ス
メ
の
販
売
店
と
し
て
県
内

に
4
店
舗
を
展
開
す
る「
ペ
タ
ル
ー
ナ
」の

経
営
企
画
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
す
る

株
式
会
社
ア
イ
テ
ィ
オ
ー
ジ
ャ
パ
ン
専
務
取

締
役 

伊
藤
貴
庸
氏
が
自
社
に
お
け
る
I
T

活
用
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
会
会
長 

播
磨

崇
氏
も
登
壇
し
、国
の
施
策
と
連
携
し
た
中

小
企
業
戦
略
に
つ
い
て
話
し
、主
催
者
と
し

て
、約
1
0
0
名
の
参
加
者
に
向
け
I
T
の

有
効
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
沖
縄
、沖
縄
県
中

小
企
業
家
同
友
会 

情
報
部
会「
e
お
き
な

わ
」主
催
に
よ
る
I
T
経
営
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
3
月
6
日
那
覇
市
の
沖
縄
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
沖
縄
で
は
、中
小

企
業
の
I
T
経
営
支
援
を
目
的
に
、セ
ミ

ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お

り
、今
回
は「
儲
か
る
経
営
体
質
の
ヒ
ン
ト

が
こ
こ
に
あ
る
！
」を
テ
ー
マ
に
、県
内
外

か
ら
I
T
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
招
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
コ
マ
ー
ス
株
式
会
社
代
表
取
締

役 

斎
藤
昌
義
氏
、株
式
会
社
ウ
フ
ル
上
級

執
行
役
員
、I
o
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
サ
ル
タ

【基調講演】
（株）ウフル 上級執行役員
loTイノベーションセンター所長
兼エグゼクティブコンサルタント

八子知礼 氏

【基調講演】
ネットコマース（株）

代表取締役　斎藤昌義 氏

【来賓挨拶】
沖縄総合事務局

地域経済課長　玉城秀一 氏

【主催者挨拶】
ITコーディネータ沖縄 
代表理事　新里智彦 氏

ITコーディネーター協会
会長　播磨 崇 氏

（株）アイティオージャパン
専務取締役　伊藤貴庸 氏
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妊娠・出産・育児休業・介護休業などを理由とする
解雇などの不利益な取扱いは法律で禁止されています。
〈男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法〉

平成29年1月1日から

事業主は、法律に基づき妊娠・出産、育児休業、介護休業等に関する

上司・同僚からの職場でのハラスメント 防止措置を講じなければ

なりません

①妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントの内容、②妊娠、出産等に関する否定的な言
動が職場における妊娠、出産等に関するハラスメントの発生の原因や背景となり得ること、③「ハラスメン
トがあってはならない」旨の事業主方針、④妊娠・出産に関する制度、育児休業・介護休業等の制度が利
用できる旨を就業規則等の規定や文書等に記載して周知啓発する

ハラスメントの相談があったとき、すみやかに事実確認し、被害者への配慮、行為者への処分等の措置を
行い、改めて職場全体に対して再発防止のための措置を行う

妊娠・出産、育児休業等に関するハラスメントの原因や背景となる要因を解消するため、業務体制の整備
など、事業主や妊娠等した労働者やその他の労働者の実情に応じ必要な措置を講じる

被害を受けた者や目撃した者などが相談しやすい相談窓口（相談担当者）を社内に設ける

沖縄労働局雇用環境・均等室
～　改正男女雇用機会均等法及び改正育児・介護休業法については下記まで　～

※これらの措置は、業種・規模に関わらずすべての事業主に義務付けられます。

TEL (098)868-4380・FAX(098)869-7914
〒900-0006 那覇市おもろまち2-1-1 那覇第2地方合同庁舎1号館3階

1 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発

3 職場における妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントにかかる事後の迅速かつ適切な対応

4 職場における妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントの原因や背景となる要因を解消するための措置

2 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するために必要な体制の整備
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

琉球大学工学部後援会からのお知らせ

琉球大学工学部後援会事務局（情報工学科内　玉城史朗・長田智和）
〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原1番地　TEL:098-895-8720（玉城）・8719（長田）　FAX:098-895-8727（情報工学科事務室）

E-Mail：kouenkai-members@ml.tec.u-ryukyu.ac.jp

工学部後援会事務局 玉城史朗・長田智和
2017年3月工学部後援会主催就職説明会報告

　琉球大学工学部後援会は、後援会会員企業による就職説明会を3月7日（火）、8日（水）に地域創生総合研究棟1階

多目的ホールを会場として開催致しました。3月1日の企業の面接活動解禁に合わせた開催です。

　さて、2日間の開催状況についてご報告致します。まず、参加企業数は、1日目の第1部(12:00-14:30)は13社、第2

部(15:00-17:30)は13社、2日目の第1部(9:00-11:30)は10社、第2部(12:00-14:30)は11社、第3部(15:00-17:30)は11社

で、計58社の企業様にご参加頂きました。また、1ブースあたりの学生訪問者数は平均6.3名でした。さらに、2日間

の学生の参加者数は、約100名でした。

　就職説明会終了後のアンケートによると、まず、企業様からのご意見としては、「学生が少なかった」「開始・終了

時間を統一してほしい」「業種を分けてほしい」などのご意見がありました。学生の参加が少なかったことで、参加

企業様にとって十分満足できる機会とならなかったことは、運営事務局として誠に申し訳ない限りです。また、業

種を分けてほしいというご意見については、毎回参加希望が多いIT・情報系を1日目にまとめ、その他の業種につ

いても、2日目の時間枠ごとになるべく業種をまとめるように致しましたが、まだ不十分であったと思います。そ

の他、開催時期や実施方法等について多数のご意見が寄せられておりますが、ご意見の内容は千差万別であり、

全てのご意見を反映させることは難しいのが実情です。とはいえ、運営事務局と致しましては、取り入れることが

できるご要望につきましては、次回以降の機会で積極的に取り入れていきたいと考えております。

　次に、学生からの意見や感想としては、「沖縄にも興味の湧く企業が数多くあることが分かり、自分を見つめ直

す機会になった」「就職したい企業が見つかった」「就職のイメージが具体的になった」「大規模な説明会よりも丁

寧に話が聞けてよかった」などが寄せられました。これまで就職に対する意識が低かった学生の意識付けの機会

となり、1つのブースで個別に丁寧な説明を受けることができたことが有益だったという学生が多数おりました。

工学部後援会主催の就職説明会と、民間のリクルート業者が運営する合同説明会の違いや、前者の優位性、意義

を感じた学生が多くいたようです。

　一方、今回の就職説明会は事前の告知を十分に行ったにもかかわらず、参加人数が低調であったことは今後の

課題です。説明会の開催を把握はしていたが参加しなかった学生が多くいると考えられるため、今後は工学部全

体として、学生に対する就職や就活の意識付けの指導を行う必要があると思われます。

 

　最後に、次回の就職説明会は5月頃を予定しております。なお、4月からは新しい事務局により運営が執り行わ

れます。今後とも、説明会に参加する学生を増やす対策を図るなど、本説明会がより有意義なものとなるよう尽力

していきます。皆様のさらなるご指導とご協力をお願い申し上げます。
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科学技術と日本の将来
-人工知能に教わる日本の政治-
沖縄工業高等専門学校
メディア情報工学科5年（平成28年度）　古謝秀人  

※沖縄高専の古謝秀人君が日刊工業新聞社主催の「第１７回理工系学生科学技術論文コンクール」において、
　最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞しました。下記に受賞した論文を紹介いたします。

　

国
会
の
解
説
作
成
に
つ
い
て
は
、国
会
の
議

事
録
か
ら
デ
ー
タ
を
得
る
。し
か
し
、議
事
録

の
デ
ー
タ
で
は
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
が
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
っ
た
り
、過
去
に
出
て
き
た
単
語
が

頻
繁
に
で
て
き
た
り
す
る
の
で
、理
解
す
る
た

め
に
は
、過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
単
語
を
検
索
し

な
い
と
い
け
な
い
。そ
こ
で
、ニ
ュ
ー
ス
の
デ
ー

タ
か
ら
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
単
語
の
サ
イ

ズ
や
色
を
変
え
た
り
し
て
文
章
を
見
や
す
く

す
る
。中
等
教
育
で
学
ぶ
よ
り
難
し
い
言
葉
や

党
員
の
名
前
や
組
織
、法
案
に
つ
い
て
は
、過

去
の
記
録
か
ら
委
員
会
の
概
要
、議
題
と
さ
れ

て
い
る
法
案
の
概
要
な
ど
の
解
説
を
そ
の
言

葉
に
マ
ウ
ス
を
重
ね
た
と
き
に
表
示
す
る
。さ

ら
に
過
去
の
議
事
録
に
出
現
し
た
言
葉
で
あ

れ
ば
、そ
の
議
事
録
の
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
表

示
し
て
意
味
が
補
完
で
き
る
よ
う
に
す
る
。ま

た
、本
会
議
の
議
事
録
で
は
、一
度
に
複
数
の

質
問
を
し
、そ
れ
を
順
に
一
人
や
複
数
人
で
答

弁
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
で
は
、ど

の
よ
う
な
質
問
に
対
す
る
答
弁
だ
っ
た
か
が

わ
か
り
に
く
い
う
え
、文
字
数
も
多
く
感
じ
る

の
で
読
ん
で
い
て
わ
か
り
づ
ら
く
感
じ
る
。そ

こ
で
、文
章
構
造
解
析
技
術
か
ら
質
問
と
解
答

を
一
組
の
要
素
と
し
て
認
識
さ
せ
、順
番
を
入

れ
替
え
て
、要
素
ご
と
に
ま
と
め
て
表
示
す

る
。他
に
も
簡
単
な
挨
拶
や
定
型
文
を
削
除

し
、短
い
文
章
に
し
て
表
示
す
る
。

■
利
点

　

現
状
、解
説
委
員
が
ニ
ュ
ー
ス
を
解
説
し
て

い
る
サ
イ
ト
も
あ
る
が
、日
夜
増
え
る
ニ
ュ
ー

ス
や
頻
繁
に
行
わ
れ
る
国
会
に
対
し
て
解
説

記
事
を
人
の
手
で
作
成
す
る
こ
と
は
、や
は
り

限
界
が
あ
る
。

　

人
工
知
能
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、日
々
増

加
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、更
新
さ
れ
る
国
会
の
議

事
録
に
対
し
て
解
説
記
事
を
毎
日
更
新
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
を
改
善
で
き
る
。

　

ま
た
、利
用
者
は
国
会
の
解
説
を
通
し
て
立

候
補
者
の
所
属
し
て
い
る
政
党
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
、投
票
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

た
、政
治
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
簡
単
な
解
説
に

よ
り
、現
状
の
政
策
に
関
連
す
る
情
報
も
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

■
課
題

　

人
工
知
能
を
学
習
さ
せ
る
に
は
入
力
と
し

て
適
切
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、学

習
に
か
か
る
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。ま

た
、学
習
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
は

文
章
の
作
成
に
不
備
が
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、は
じ
め
の
う
ち
は
監
修
す
る
人
材
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、将
来
的
に
は
、国
会
の
記
事
作
成
の

際
に
、答
弁
の
デ
ー
タ
に
た
い
し
て
、な
ぜ
こ

の
よ
う
な
答
弁
を
行
っ
た
か
を
自
動
的
に
人

工
知
能
に
解
説
さ
せ
て
い
き
た
い
。

■
ま
と
め

　

近
年
、我
が
国
で
は
投
票
率
の
低
下
が
問
題

に
な
っ
て
き
た
。そ
れ
だ
け
で
な
く
政
治
家
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
不
適
切
な
発
言
、行
動
な
ど

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。投
票
率
低
下
の
対
策

と
し
て
、投
票
の
制
度
が
変
わ
り
、選
挙
権
が

与
え
ら
れ
る
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

が
、そ
れ
に
伴
い
、若
者
で
も
政
治
を
理
解
し
、触

れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。こ
う
い
っ
た
、投
票
率
が
低
い
こ
と
や
政
治

へ
の
関
心
の
低
下
を
解
決
す
る
た
め
に
、人
工

知
能
を
用
い
た
、政
治
ニ
ュ
ー
ス
、国
会
議
事
録

解
説
サ
イ
ト
を
提
案
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、政
治
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、若
者
を
含
め
多
く

の
人
々
が
も
っ
と
政
治
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
る
と
考
え
る
。そ
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
政

治
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
る
こ
と
で
日
本
は

よ
り
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

理
解
で
き
る
よ
う
な
日
本
の
政
治
に
特
化
し

た
解
説
サ
イ
ト
を
提
案
す
る
。

■
目
的

　

解
説
サ
イ
ト
を
通
し
て
、わ
か
り
や
す
く
現

状
の
政
策
や
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
こ
と
で
、日

本
を
と
り
ま
く
状
況
を
理
解
さ
せ
、政
治
へ
の

関
心
を
高
め
る
。そ
の
解
説
サ
イ
ト
を
作
成
す

る
手
段
と
し
て
、人
工
知
能
を
用
い
る
こ
と

で
、自
動
で
記
事
を
作
成
し
、長
期
間
人
の
手

で
更
新
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
負
担
の
解
決
を
目
指
す
。

■
具
体
案

　

具
体
的
に
は
、政
治
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
や

国
会
の
議
事
録
な
ど
を
、人
工
知
能
を
用
い
て

解
釈
を
作
成
し
、高
校
生
に
も
わ
か
り
や
す
い

解
説
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
。

　

国
会
の
解
説
記
事
を
の
せ
る
理
由
と
し
て

は
、国
会
は
現
状
施
行
さ
れ
て
い
る
政
策
や
各

政
党
の
力
関
係
、な
に
よ
り
当
選
し
て
議
員
と

な
っ
た
方
々
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
こ
と
か

ら
、国
会
を
解
説
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
政
策

が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
解
消
し
、政

治
に
よ
り
興
味
を
も
つ
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

人
工
知
能
の
信
頼
性
に
つ
い
て
だ
が
、研
究

に
よ
り
、テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト

分
類
に
つ
い
て
は
高
い
精
度
を
得
て
お
り
商

品
化
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。こ
の
こ
と
か

ら
適
切
な
入
力
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、分
類
や
単
語
の
相
関
関
係
を
導
く
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
る
。

　

記
事
の
作
成
に
は
ニ
ュ
ー
ス
が
ど
う
い
っ
た

カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
の
か
、単
語
の
解
説
、行

動
に
た
い
す
る
理
由
付
け
、そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

対
す
る
関
連
す
る
情
報
、情
報
を
ま
と
め
る
と

い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
作
業

は
、人
工
知
能
を
使
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、人
工
知
能
の
学
習
デ
ー
タ
と
し
て

ニ
ュ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ス
に
出
現
す
る
単
語
と
カ
テ
ゴ
リ
の
関

係
に
つ
い
て
学
習
さ
せ
ニ
ュ
ー
ス
を
カ
テ
ゴ
リ

ご
と
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
す
る
。カ
テ
ゴ
リ

ご
と
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と
は
、

「
政
治
」の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
る
入
力

デ
ー
タ
に
注
目
し
、最
初
の
学
習
よ
り
も
広
い

範
囲
で
単
語
の
デ
ー
タ
の
学
習
を
行
わ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
記
事
作
成
に
必
要
な
機
能
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
。ニ
ュ
ー
ス
解
説
記
事
の
内
容

と
し
て
は
、外
部
の
サ
イ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
が
報

じ
ら
れ
た
際
に
そ
の
デ
ー
タ
か
ら「
政
治
」カ

テ
ゴ
リ
と
関
連
す
る
単
語
の
デ
ー
タ
を
探
し

だ
し
、文
章
構
造
解
析
技
術
に
よ
っ
て
、記
事

を
作
成
す
る
。

■
は
じ
め
に

　

現
在
、選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
知
事
や
議

員
が
不
適
切
な
行
動
や
発
言
を
す
る
問
題
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。こ
う
し
た
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関

心
を
持
ち
、政
治
家
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
と
投
票
の
段
階
で
し
っ
か
り
と
候
補
者
を

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
政
策
の

数
々
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。国
政
選
挙

の
投
票
率
を
み
て
も
、第
23
回
の
参
議
院
選
挙

の
全
体
の
投
票
率
は
5
2.
6
1
％
で
、第
47
回

の
衆
議
院
選
挙
で
も
5
2.
6
%
と
低
い
。特
に

そ
の
中
で
も
20
代
の
若
者
の
投
票
率
が
一
番
低

い
こ
と
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、選
挙
権
を
与
え
ら
れ
る
年
齢
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、第
24
回
の
参
議
院

選
挙
か
ら
初
め
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、18
、19
歳
で
は
、中
高
等
教
育
で
、国

会
や
二
院
制
な
ど
政
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
ぶ
も
の
の
、政
策
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら

ず
、候
補
者
に
つ
い
て
も
十
分
な
知
識
が
な

い
こ
と
が
伺
え
る
デ
ー
タ
も
あ
る
。ニ
ュ
ー
ス

で
は
、放
送
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、一
部
の
情
報
し
か
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

な
に
よ
り
、若
者
が
政
治
を
理
解
す
る
た
め
の

環
境
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、本
論
文
で
は
高
校
生
で
も
政
治
を

1

23
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

沖縄工業高等専門学校産学連携協力会事務局（担当：喜屋武）
〒905-2192 名護市字辺野古905番地　TEL：0980-50-0133・FAX：0980-55-4012

E-mail：sangaku@m1.cosmos.ne.jp　ホームページ： http://www.cosmos.ne.jp/~sangaku/
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国
会
の
解
説
作
成
に
つ
い
て
は
、国
会
の
議

事
録
か
ら
デ
ー
タ
を
得
る
。し
か
し
、議
事
録

の
デ
ー
タ
で
は
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
が
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
っ
た
り
、過
去
に
出
て
き
た
単
語
が

頻
繁
に
で
て
き
た
り
す
る
の
で
、理
解
す
る
た

め
に
は
、過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
単
語
を
検
索
し

な
い
と
い
け
な
い
。そ
こ
で
、ニ
ュ
ー
ス
の
デ
ー

タ
か
ら
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
単
語
の
サ
イ

ズ
や
色
を
変
え
た
り
し
て
文
章
を
見
や
す
く

す
る
。中
等
教
育
で
学
ぶ
よ
り
難
し
い
言
葉
や

党
員
の
名
前
や
組
織
、法
案
に
つ
い
て
は
、過

去
の
記
録
か
ら
委
員
会
の
概
要
、議
題
と
さ
れ

て
い
る
法
案
の
概
要
な
ど
の
解
説
を
そ
の
言

葉
に
マ
ウ
ス
を
重
ね
た
と
き
に
表
示
す
る
。さ

ら
に
過
去
の
議
事
録
に
出
現
し
た
言
葉
で
あ

れ
ば
、そ
の
議
事
録
の
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
表

示
し
て
意
味
が
補
完
で
き
る
よ
う
に
す
る
。ま

た
、本
会
議
の
議
事
録
で
は
、一
度
に
複
数
の

質
問
を
し
、そ
れ
を
順
に
一
人
や
複
数
人
で
答

弁
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
で
は
、ど

の
よ
う
な
質
問
に
対
す
る
答
弁
だ
っ
た
か
が

わ
か
り
に
く
い
う
え
、文
字
数
も
多
く
感
じ
る

の
で
読
ん
で
い
て
わ
か
り
づ
ら
く
感
じ
る
。そ

こ
で
、文
章
構
造
解
析
技
術
か
ら
質
問
と
解
答

を
一
組
の
要
素
と
し
て
認
識
さ
せ
、順
番
を
入

れ
替
え
て
、要
素
ご
と
に
ま
と
め
て
表
示
す

る
。他
に
も
簡
単
な
挨
拶
や
定
型
文
を
削
除

し
、短
い
文
章
に
し
て
表
示
す
る
。

■
利
点

　

現
状
、解
説
委
員
が
ニ
ュ
ー
ス
を
解
説
し
て

い
る
サ
イ
ト
も
あ
る
が
、日
夜
増
え
る
ニ
ュ
ー

ス
や
頻
繁
に
行
わ
れ
る
国
会
に
対
し
て
解
説

記
事
を
人
の
手
で
作
成
す
る
こ
と
は
、や
は
り

限
界
が
あ
る
。

　

人
工
知
能
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、日
々
増

加
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、更
新
さ
れ
る
国
会
の
議

事
録
に
対
し
て
解
説
記
事
を
毎
日
更
新
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
を
改
善
で
き
る
。

　

ま
た
、利
用
者
は
国
会
の
解
説
を
通
し
て
立

候
補
者
の
所
属
し
て
い
る
政
党
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
、投
票
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

た
、政
治
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
簡
単
な
解
説
に

よ
り
、現
状
の
政
策
に
関
連
す
る
情
報
も
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

■
課
題

　

人
工
知
能
を
学
習
さ
せ
る
に
は
入
力
と
し

て
適
切
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、学

習
に
か
か
る
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。ま

た
、学
習
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
は

文
章
の
作
成
に
不
備
が
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、は
じ
め
の
う
ち
は
監
修
す
る
人
材
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、将
来
的
に
は
、国
会
の
記
事
作
成
の

際
に
、答
弁
の
デ
ー
タ
に
た
い
し
て
、な
ぜ
こ

の
よ
う
な
答
弁
を
行
っ
た
か
を
自
動
的
に
人

工
知
能
に
解
説
さ
せ
て
い
き
た
い
。

■
ま
と
め

　

近
年
、我
が
国
で
は
投
票
率
の
低
下
が
問
題

に
な
っ
て
き
た
。そ
れ
だ
け
で
な
く
政
治
家
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
不
適
切
な
発
言
、行
動
な
ど

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。投
票
率
低
下
の
対
策

と
し
て
、投
票
の
制
度
が
変
わ
り
、選
挙
権
が

与
え
ら
れ
る
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

が
、そ
れ
に
伴
い
、若
者
で
も
政
治
を
理
解
し
、触

れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。こ
う
い
っ
た
、投
票
率
が
低
い
こ
と
や
政
治

へ
の
関
心
の
低
下
を
解
決
す
る
た
め
に
、人
工

知
能
を
用
い
た
、政
治
ニ
ュ
ー
ス
、国
会
議
事
録

解
説
サ
イ
ト
を
提
案
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、政
治
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、若
者
を
含
め
多
く

の
人
々
が
も
っ
と
政
治
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
る
と
考
え
る
。そ
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
政

治
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
る
こ
と
で
日
本
は

よ
り
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

理
解
で
き
る
よ
う
な
日
本
の
政
治
に
特
化
し

た
解
説
サ
イ
ト
を
提
案
す
る
。

■
目
的

　

解
説
サ
イ
ト
を
通
し
て
、わ
か
り
や
す
く
現

状
の
政
策
や
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
こ
と
で
、日

本
を
と
り
ま
く
状
況
を
理
解
さ
せ
、政
治
へ
の

関
心
を
高
め
る
。そ
の
解
説
サ
イ
ト
を
作
成
す

る
手
段
と
し
て
、人
工
知
能
を
用
い
る
こ
と

で
、自
動
で
記
事
を
作
成
し
、長
期
間
人
の
手

で
更
新
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
負
担
の
解
決
を
目
指
す
。

■
具
体
案

　

具
体
的
に
は
、政
治
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
や

国
会
の
議
事
録
な
ど
を
、人
工
知
能
を
用
い
て

解
釈
を
作
成
し
、高
校
生
に
も
わ
か
り
や
す
い

解
説
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
。

　

国
会
の
解
説
記
事
を
の
せ
る
理
由
と
し
て

は
、国
会
は
現
状
施
行
さ
れ
て
い
る
政
策
や
各

政
党
の
力
関
係
、な
に
よ
り
当
選
し
て
議
員
と

な
っ
た
方
々
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
こ
と
か

ら
、国
会
を
解
説
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
政
策

が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
解
消
し
、政

治
に
よ
り
興
味
を
も
つ
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

人
工
知
能
の
信
頼
性
に
つ
い
て
だ
が
、研
究

に
よ
り
、テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト

分
類
に
つ
い
て
は
高
い
精
度
を
得
て
お
り
商

品
化
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。こ
の
こ
と
か

ら
適
切
な
入
力
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、分
類
や
単
語
の
相
関
関
係
を
導
く
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
る
。

　

記
事
の
作
成
に
は
ニ
ュ
ー
ス
が
ど
う
い
っ
た

カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
の
か
、単
語
の
解
説
、行

動
に
た
い
す
る
理
由
付
け
、そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

対
す
る
関
連
す
る
情
報
、情
報
を
ま
と
め
る
と

い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
作
業

は
、人
工
知
能
を
使
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、人
工
知
能
の
学
習
デ
ー
タ
と
し
て

ニ
ュ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ス
に
出
現
す
る
単
語
と
カ
テ
ゴ
リ
の
関

係
に
つ
い
て
学
習
さ
せ
ニ
ュ
ー
ス
を
カ
テ
ゴ
リ

ご
と
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
す
る
。カ
テ
ゴ
リ

ご
と
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と
は
、

「
政
治
」の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
る
入
力

デ
ー
タ
に
注
目
し
、最
初
の
学
習
よ
り
も
広
い

範
囲
で
単
語
の
デ
ー
タ
の
学
習
を
行
わ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
記
事
作
成
に
必
要
な
機
能
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
。ニ
ュ
ー
ス
解
説
記
事
の
内
容

と
し
て
は
、外
部
の
サ
イ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
が
報

じ
ら
れ
た
際
に
そ
の
デ
ー
タ
か
ら「
政
治
」カ

テ
ゴ
リ
と
関
連
す
る
単
語
の
デ
ー
タ
を
探
し

だ
し
、文
章
構
造
解
析
技
術
に
よ
っ
て
、記
事

を
作
成
す
る
。

■
は
じ
め
に

　

現
在
、選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
知
事
や
議

員
が
不
適
切
な
行
動
や
発
言
を
す
る
問
題
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。こ
う
し
た
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関

心
を
持
ち
、政
治
家
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
と
投
票
の
段
階
で
し
っ
か
り
と
候
補
者
を

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
政
策
の

数
々
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。国
政
選
挙

の
投
票
率
を
み
て
も
、第
23
回
の
参
議
院
選
挙

の
全
体
の
投
票
率
は
5
2.
6
1
％
で
、第
47
回

の
衆
議
院
選
挙
で
も
5
2.
6
%
と
低
い
。特
に

そ
の
中
で
も
20
代
の
若
者
の
投
票
率
が
一
番
低

い
こ
と
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、選
挙
権
を
与
え
ら
れ
る
年
齢
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、第
24
回
の
参
議
院

選
挙
か
ら
初
め
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、18
、19
歳
で
は
、中
高
等
教
育
で
、国

会
や
二
院
制
な
ど
政
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
ぶ
も
の
の
、政
策
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら

ず
、候
補
者
に
つ
い
て
も
十
分
な
知
識
が
な

い
こ
と
が
伺
え
る
デ
ー
タ
も
あ
る
。ニ
ュ
ー
ス

で
は
、放
送
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、一
部
の
情
報
し
か
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

な
に
よ
り
、若
者
が
政
治
を
理
解
す
る
た
め
の

環
境
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、本
論
文
で
は
高
校
生
で
も
政
治
を

4

6

5
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　沖縄職業能力開発大学校（援助計画課：岡村）
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NOKAIDAI
沖縄職業能力開発大学校

　当大学校では、在職者の方々を対象に仕事を遂行する上で必要な専門的知識及び技
能・技術の習得を目的とした能力開発セミナーを実施しており、平成29年4月から10月に
おいて開講を予定しているコースを紹介いたします。 また、オーダーメイドセミナーに関する相談も受け付けてお
りますので、お気軽にお問い合わせください。

❖地域企業の皆さんと一緒に“ものづくり”の悩み解決を行いたいと考えています。お気軽にお問い合わせください。❖

コース№
系

機
械
系

居
住
系

生
産
管
理
系

電
気
・
電
子
系

コース名 講座日程
【実施時間】

訓練
時間

定員
（人）

受講料
（円）

講座内容

MZ101 旋盤実践技術
（組合わせ部品加工編）

5/9(火)・10(水)・11(木)
【9：00～16：00】

18 10 11,500
部品加工等における旋盤作業の技能向上をめざして、技
能検定２級相当の加工作業（段付け・テーパ・偏心・ねじ・
はめ合わせ等）を実習を通して習得する。

MZ181 実践フライス盤加工技術 6/13（火）・14（水）・15（木）
【9：00～16：00】

18 10 11,500
部品加工や治工具作製におけるフライス盤作業の技能向
上をめざして、技能検定２級相当の加工作業（六面体・
溝・曲面・勾配加工等）を実習を通して習得する。

MZ251 機械加工技術
（マシニングセンタ編）

8/7（月）・8（火）・9（水）
【9：00～16：00】

18 10 11,500
加工工程、段取り、切削条件等を実践的な課題加工実習
を通し、製造現場で要求される製品加工および生産性の
向上ができる技能を習得する。

MZ301 精密測定技術（長さ測定編） 8/24(木)・25(金)
【9：00～16：00】

12 10 7,500
測定・検査作業における測定結果の信頼性・安定性向上
に向けて、測定器の検査方法を含めた正しい取扱いと、
データ活用、誤差要因と対処法などを習得する。

MZ451 機械設計者のための企画開発
（機械設計編）

9/30(土)・10/7(土)
【9：00～16：00】

12 10 8,000
全体企画、仕様の検討、構想設計、機械材料設計、機構部
設計、制御部設計など、製品開発のプロセスと、機械材料、
機械設計・強度設計等の技術を習得する。

EZ211 有接点シーケンス制御の
実践技術

6/3（土）・4（日）・10（土）
【9：00～16：00】

18 10 9,500
自動生産システムの効率化・最適化をめざして、各種制御
機器の選定方法、各種制御回路を理解し、総合実習を通
して制御回路の設計・製作方法を習得する。

EZ491 Verilog-HDLによる
LSI（FPGA）開発技術

8/3（木）・4（金）・5（土）
【9：00～16：00】

18 10 9,500
Verilog-HDLによるLS（I FPGA）言語によるFPGA回路の制
御を基礎から指導し、最終的に高度な組込みシステム技
術を学習する。

EZ161 オープンソース携帯OS
活用技術

8/7（月）・8（火）
【9：00～16：00】

12 10 7,000
組込みシステムにおけるソフトウェア開発の効率化をめ
ざして、Andriodの開発環境、アプリケーション開発、
Android 端末での実装方法を習得する。

EZ251 センサ回路の設計技術 8/22（火）・23（水）
【9：00～16：00】

12 10 10,500
計測制御システムの効率化・最適化やセンシング機器の
改良をめざして、各種センサ回路システムの設計・製作技
術を習得する。

EZ531 ワンチップマイコン活用技術 8/24（木）・25（金）・26（土）
【9：00～16：00】

18 10 10,500
マイコンによるLAN制御に必要な要素、プログラム開発
技術を学習する。

EZ151 Web-DBシステムを利用した
生産支援システムの構築

8/29（火）・30（水）・31（木）
【9：00～16：00】

18 10 9,500
HTML、スクリプト、Pos tg reSQL（データベース）、
JavaServlet（言語）を学び、サーバ上のデータをWeb（ブ
ラウザ）によって、有効活用する技法を習得する。

EZ281 実習で学ぶ
パワーエレクトロニクス回路

8/30（水）・31（木）
【9：00～16：00】

12 10 7,000
電力設備（電源回路）におけるパワーデバイス（半導体デ
バイス、コイル、コンデンサ等）を理解し、デバイス選定及
び目的に適した回路設計技術を習得する。

EZ451 組込みLinuxによる
TCP/IP通信システム構築

10/5(木)・6（金）
【9：00～16：00】

12 10 10,000
名刺サイズでＡＲＭコンピュータが搭載されたマイコン
ボード（Raspberry Pi）を小型Linuxパソコンとして、クライ
アントやサーバ活用する方法を習得します。

EZ241 数値処理によるPLC制御技術 10/13（金）・14（土）・15（日）
【9：00～16：00】

18 10 9,500
自動化生産システムの設計・保守の最適化をめざして、Ｐ
ＬＣの数値演算処理に関する手法とシーケンス制御に関
する応用力を習得する。

HＺ081 地理情報システムの
運用技術

7/27(木)・28（金）
【9：00～17：30】

15 10 12,500
建築設計における高効率業務実現及び高付加価値情報
の創出をめざして、地理情報システム（ＧＩＳ）の運用技
術を習得する。

MZ441 生産プロセス改善のための
生産・物流シミュレーション

8/8(火)・9(水)・10(木)
【9：00～16：00】

18 10 9,500
生産・物流現場における能率向上とコスト削減のため、シ
ミュレーションソフトによって、在庫管理や製品の流れな
どを効率的にするアプローチ手法を習得する。

HZ051 寄棟屋根の
墨付・加工実践技術

9/23（土）・24（日）・30（土）
【9：00～16：00】

18 10 13,000
木造建築の小屋組み作業の技能継承をめざして、小屋組
の部分的な課題作成を通し、寄棟屋根に関する知識・技
能・技術を習得する。



＜伸びゆく沖縄・支える技術＞

　工業技術センターは、県内製造業への技術的支援を通して産業の活性化に貢献することを使命として事業に取り組んでいます。
例年3～4月に県が行っております要望試験研究課題調査におきまして、当センターが行う研究課題について要望を行うことが可
能です。是非、ご活用頂けますようお願いします。（沖縄県商工労働部ものづくり振興課のホームページをご覧下さい。）

沖縄県工業技術センター（技術支援班／企画管理班）
〒904-2234 沖縄県うるま市字州崎12番2　TEL:098-929-0111・FAX:098-929-0115
E-mail：kousi@pref.okinawa.lg.jp（メルマガを始めています。HPより登録ができます。）
●ホームページ： http://www.pref.okinawa.jp/site/shoko/kogyo/index.html
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毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

企業の皆様 ぜひ使ってください！
平成２８年度の公益財団法人JKAの補助事業を活用して「NC旋盤」を更新しました

利用に当たっては当センター職員が取扱方法について指導します。お気軽にお問い合わせください。

工業技術に関する県内企業の技術開発や、当センターが保有する技術シーズや研究成果等、各種技術情報を掲
載した技術情報誌テクニカルニュース68号を3月に発行しました。当センターのホームページで閲覧可能です。
（URL：http://www.pref.okinawa.jp/site/shoko/kogyo/index.html）

【研究紹介】おきなわ型グリーンマテリアル生産技術の開発、介助支援型スローパーの開発

【技術支援事例紹介】ドライエイジングビーフ製造工場の立ち上げ

【トピックス】バイオマスエネルギー利用技術開発　その他、機器紹介、各種募集案内など

技術情報誌テクニカルニュース68号の発刊について

NC旋盤は、数値制御による円筒形状を切削加工する工作機械で、主に金属部品や樹脂部品の
加工に用いられる機械です。当センターでは以前よりNC旋盤を所有していましたが、老朽化が
激しく更新の要望も多かったため、公益財団法人JKAの補助事業「機械工業振興補助事業」を
活用して、新たな機器に更新しました。
今回更新した機器は12本の工具を装着することが可能であり、材料を1度セットすることで、外
形加工や穴開け加工、タップ加工（ネジ切り）を行うことができ、らせん形状の溝などの加工を行
うことができます。また、通常の主軸に加え第2主軸を装備していることから、材料を自動で掴み
替え機械部品の両側形状を加工することが可能であり、長尺部品を加工する場合も軸のずれを
抑えることができます。

●主な仕様
機種名：ヤマザキマザック（株）製
QUICK TURN 250MSY
最大加工径： Φ380 mm
両主軸チャック爪間の距離： 539.5 mm
X軸移動量： 234 mm
Z軸移動量： 625 mm
Y軸移動量： 100 mm
主軸最大回転速度： 4000 rpm
第2主軸回転速度： 6000 rpm

NC旋盤

装置外観
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会員の皆様へ  ｢工連ニュース｣で自社の商品をアピールしてみませんか？
会員の皆様方には平素より本会機関誌｢工連ニュース｣の事業活動についてご理解・ご協
力を賜り哀心より感謝申し上げます。
　｢工連ニュース｣では会員サービスの一環として会員の新商品などを紹介するコーナー
を設けています。事業の PR、新商品の紹介などに積極的にご利用下さい。

●お問合せ先
公益社団法人沖縄県工業連合会　TEL.098-859-6191　担当：川満

掲載
無料

OKINAWA  INDUSTRIAL  FEDERATION  NEWS  TOPICS

毎年 7月は「県産品奨励月間」・10月は「沖縄の産業まつり」です。

呉屋工連会長(左)と大城連合沖縄会長（右）

連合沖縄より要請
　3月7日（火）に連合沖縄の大城紀夫会長、他役員の方々が

本会を訪れ、2017年の春季生活闘争方針についての要請が

あった。

　連合沖縄では、第45回地方委員会を開催し、賃金引き上げ

を中心とする労働条件の改善をめざすとした「連合沖縄

2017春季生活闘争方針」を決定した。

　昨今、全国的に、長時間労働による悲痛な事件、パワハラ

による心身不調、サービス残業の強要など、労働関連法違反

の報道が後を絶たない状況にあります。沖縄県内でも同様

な事象が報道され、連合が実施する「労働相談ダイヤル」に

も多くの相談が寄せられています。

　県内の雇用関連指標は、完全失業率、有効求人倍率とも、これまでにない数値が示されているもの

の、県民所得は依然として全国最低水準、非正規労働者も4割を超えており、特に、若年労働者にとっ

ては、安心して、生活・結婚・子育て・教育等ができる環境とは言い難い状況であります。また、雇用環

境の低水準が大きな要因である「子どもの貧困」等を解消するためにも、賃金をはじめとした処遇改

善、雇用の質の向上や安定雇用等が必要不可欠である。

　ついては、県内労働環境の改善に向け、下記事項について貴会会員への一層のご指導とご協力を

お願いした。

　本会では、呉屋会長が要請を受け、各会員企業へは広報誌でもって周知させると述べた。

桑江工連専務理事(左)と
(株)恩納ガラス工芸育成センターの佐久川次男会長(右)

現代の名工 佐久川(宮國)次男氏 制作作品寄贈について
　3月13日(月)、(株)恩納ガラス工芸育成センターの佐久川 

(宮國)次男会長が来会し、制作した作品「沖縄の花園」を寄贈

してくださいました。

佐久川会長は昨年、伝統工芸や工業技術において優れた技

能や業績をもつ人物を対象に選定される「現代の名工」に認

定されました。

　沖縄のガラス吹工の第一人者として、後進の育成や観光

産業への貢献を続ける佐久川会長の今後の活躍に期待して

います。

１．労働安全衛生対策の充実強化について ５．ワーク・ライフ・バランス社会の実現に向けて(時短などの取り組み)

２．賃金の引き上げ ６．職場における男女平等の実現

３．非正規労働者の労働条件改善について  7 ．公契約条例の制定について

４．最低賃金の引き上げ



ゆいくる材の新規申請受付について
平成29年度

沖縄県リサイクル資材評価認定制度

　沖縄県土木建築部では平成16年7月に｢沖縄県リサイクル資材評価認定制度(ゆいくる)｣を制定し、年
１回、新規申請受付を行っております。平成29年度の受付を下記のとおり案内致します。

◎沖縄県リサイクル資材評価認定制度(ゆいくる)とは
　資源循環型社会の構築を目指し、沖縄県土木建築部が発注する公共事業でリサイクル資材の利用を
促進するための制度です。

◎｢ゆいくる｣には以下のようなメリットがあります。
（リサイクル資材製造販売者にとっては）
・沖縄県リサイクル資材評価認定制度に申請し、同制度で認定された建設資材(ゆいくる材)は、
沖縄県土木建築部が発注する公共工事で利用方針に従い使用されるようになります。
・沖縄県リサイクル資材認定制度(ゆいくる)のロゴマークが使用できるようになります。
・沖縄県リサイクル資材認定制度の認定資材としてホームページ等に情報が掲載されます。

（工事受発注者にとっては）
・品質/性能/安全性の確保されたリサイクル資材の選定が容易になり、適正に使用できます。

【 ご案内 】

平成 29年 5月8日 (月 ) ～平成 29 年 5月19日 ( 金 )

※ 受付時間： 土日・祝祭日を除く 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00
※ 受付は前日までに電話で予約が必要です。

( 一財 ) 沖縄県建設技術センタ－　寄宮庁舎
〒902-0064 那覇市寄宮１丁目７番１３号

沖縄県内で発生した廃棄物を原料として製造された建設資材について認定を
受けようとする者 ( 但し、県内の製造者に限る )

( 一財 ) 沖縄県建設技術センターのホームページ
「ゆいくる」→「ゆいくる材認定申請 ( 製造業者向け )」をご覧下さい。
■ http://www.okinawa-ctc.or.jp ■

( 一財 ) 沖縄県建設技術センター試験研究部
TEL 098-833-4196
建設リサイクル班まで

申請の相談は随時受付ています。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

受 付 期 間

受 付 場 所

申 請 資 格

申請方法等

電 話 番 号

備 考

神原小学校

知事公舎

●タウンプラザ
　かねひで

沖縄県
建設技術センター寄

宮
↓

↑
開
南

市
民
会
館

図
書
館

安里→　←古波蔵
←古波蔵 安里→

神原中学校

国道 330 号
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